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教員の利活用能力の向上

　進歩する技術や学びを実現できるよう、

ＩＣＴ支援員 （＊３） を配置し、 技術的な

助言や、 ＩＣＴ機器の活用方法の提案、 デ

ジタル教材作成の支援等を実施し、 デジ

タルの利活用に慣れていない教員の不安

を軽減するとともに、 教員全体のデジタ

ル利活用能力の向上を目指します。

デジタル教材 ・生成AI の活用

　ＧＩＧＡスクール構想の推進に向け、 デ

ジタル教科書やオンラインドリルなどのデ

ジタルコンテンツに加え、 生成ＡＩ （＊２）

といった先端技術を学習に取り入れるこ

とで、 児童 ・ 生徒一人一人に個別最適化

された学びを更に充実させ、 より質の高

い教育環境の実現を目指します。

学びのアップデート

タブレット端末の更新

　令和２年度に、ＧＩＧＡスクール構想 ( ＊１)

に基づき整備したタブレット端末を、 今年１

月に更新しました。 従来の端末と比較して、

処理性能やバッテリー性能の向上により、

児童 ・生徒の学びを更に支援します。

デジタル×リアルの融合

　デジタル活用を進める一方で、 学びの

在り方そのものを見直し、 デジタルとリ

アルの最適な組み合わせにより、 児童 ・

生徒一人一人の興味関心に応じた新しい

学びの創造に取り組みます。

用 語 解 説

＊１　ＧＩＧＡスクール構想

　デジタルを活用した新

しい学びを進めるため、

児童 ・ 生徒一人一台端末

や、教室内のインターネッ

ト接続環境など、 学校の

学習環境を整備 ・ 活用す

る国の取組。

＊２　生成ＡＩ

　文章や画像などを自動

で作り出す技術で、 学習

の支援や考えを広げる場

面で、 適切なルールの

下、 活用が進められてい

ます。

＊３　ＩＣＴ支援員

　学校でのデジタル活用

が円滑に進むよう、 機器

の操作支援や授業準備

の補助などを行い、 先生

や子どもを支える専門ス

タッフで、 各学校に週１

日程度訪問しています。

あきる野の学びを

アップデートします！

写真：東秋留小学校でのタブレット活用の様子


